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最新のリサイクル現場を体験
倉庫展示会　年２̶３回開催

2010年より毎年行われているパナ・ケミカル倉庫展示会の参加者は、
450 社延べ 700名以上に上ります。情報公開も積極的に行われ、
プラスチックリサイクルの現在を知ることができる貴重な機会です。

お問い合わせ・お申し込みは、パナ・ケミカルへ
http://www. panachemical.co. jp/contact

プラスチックリサイクルビレッジ
NEW環境展に集結
「プラスチックリサイクルビレッジ」は、プラスチックリサイクルの
専門企業９社が連携し知恵を出し合い最適な次の一手をご提案する
という企業コンソーシアムです。 毎年東京で開催されるNEW環境展
では、各社リサイクル機器の実演も行われています。

https://www. plasticrecyclevillage.com

資源プラ研究所  日本橋サロン
資源プラの情報発信基地として、また都心での打ち合わせを目的に
つくられたサロンです。 東京駅から徒歩８分、日本橋駅から１分と
アクセスもよいので、ぜひお立ち寄りください。

所在地：東京都中央区日本橋 2-10 -3 エグゼトゥール日本橋 401

お問い合わせ・お越しの際は、資源プラ検討委員会（パナ・ケミカル内）へ
TEL  03-3302-7531　MAIL  support@panachemical.co. jp

お話を伺った方

̶この業界の未来や芦名商会さんの目指すところ
についてお聞かせください。

　この仕事は、華々しさはないけれど下支え産業と
して世の中になくてはならないもの。誠実に事業を
行ってゆくことで、「この業者さんに任せれば確実
だ」という信頼を得た企業が生き残ってゆく、そん
な業界になってほしいと思います。

　そして一年の終わりに、ひとりも欠けることなく、
「またみんなで新しい年を迎えられてよかったね」と
笑顔であいさつできる会社でありたいですね。

左／芦名英樹常務　右／芦名鉄雄社長
昭和57年、父親である社長がリヤカーでの
廃棄物収集業から始めた芦名商会。２代目と
なる常務は、適正処理にこだわる熱く実直な
人柄。その責任感の強さは社長も認めるとこ
ろ。安心して任せてくれているという。

「̶廃プラ」ではなく「資源プラ」というように
なって、社員の方々の反応はいかがですか？

　社員には、普段から「資源をつくってる」意識を
もってもらえるよう話をしています。パナ・ケミカ
ルさんの倉庫展示会で得た情報も共有しています。
ここで処理しているものがどんな道を経て世の中に
役立っているのか、リアルに感じてもらいたいんで
す。やっぱり自分のやっていることがどんな結果を
生むのか知っていると、自ずと意識が変わってきま
す。廃棄物収集のトラックに描かれているイメージ
キャラクターも社員みんなで考えました。
　「適正処理で お届けします 安心と笑顔」これがう
ちの経営理念です。

PLAMATIC （プラマティック）

わたしたちパナ・ケミカルは、限りある資源を有効活用し、プラスチックリサイクルによって資源が循環される社会をつくること、

地球と人間とが永続的に共存できる社会の形成に全力で取り組んでいます。

情熱をもって仕事に向き合っている人にはドラマがある。 そんな人たちを知ってほしい。

もっと誇りある仕事にするために、そんなリアルな声を集めた PLAMATICを創刊しました。

パナ・ケミカルは プラスチックリサイクルの総合商社です。
発行元

http://www. panachemical. co. jp

PLAMATIC  INFORMATION
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本社 岩手県盛岡市加賀野 1-4 -22
中間処理施設 岩手県紫波郡矢巾町藤沢第10地割183-2
TEL  019-697-3237    FAX  019-697-3201
http://www. ashina.net

取材協力 有限会社 芦名商会



芦名商会の意識改革には、

「資源プラ」を提言したパナ・ケミカル

との出会いがありました。

身近なことをきちんとやることが大切な時代に。
手の内をさらけ出す姿勢に信頼感を覚えました。

̶心強いですね。

芦名常務　犬飼さんとの出会いは、パナ・ケミカルさ
んの倉庫展示会に参加したときですね。市況の最新情
報や、プラスチックリサイクルのノウハウを包み隠さ
ず開示してくれる。業界のために手の内をさらけ出す
ような姿勢に「この人は信用出来る」と思いました。
　そして今回の「資源プラ」を聞いて、同じ２代目を
担う立場として、より共感を増したんです。
犬飼さん　限られた資源を大切にする社会をつくるた
めにはパートナーである企業の方々との信頼関係が何
より大切だと思っています。その言葉は嬉しいですね。

̶この企画「PLAMATIC」が生まれるきっかけにも
なったと伺いました。

犬飼さん　東京で芦名常務から突然、「“資源プラ”い
いですね！」と声をかけられたんです。それから同じ
ような共感の声をいただくことが度々あり、「同じ思
いを抱いていた２代目さんは多いのかも…」と思いま
した。そんなみなさんのストーリーを伝えたいとこの
企画を始めたんです。
芦名常務　これからは子どもに「お父さんは資源プラ
をつくっているんだよ」って自信を持って伝えられま
す。
犬飼さん　「資源プラ」という言葉が、この業界を担
う先の世代の勇気になればいいですね。

̶ありがとうございました。

（犬飼さん）

（芦名常務）

芦名商会  常務取締役
芦名英樹さん

パナ・ケミカル  代表取締役社長
犬飼健太郎さん

芦名常務 犬飼さん

̶ここでパナ・ケミカルの犬飼さんにもご参加いただ
きます。おふたりのお付き合いはいつ頃からですか？

芦名常務　芦名商会としてのパナ・ケミカルさんとの
お付き合いは、もう30年になります。パナ・ケミカル
さんには、リサイクル処理機の提案・導入や私たちが
製造した資源プラを買い取ってもらっています。
　父が創業したのが昭和57年。その頃はまだ廃棄物処
理の概念がなく不法投棄が横行していました。さまざ
まな業者が現れ、品質が重視されない時代がつづいて
いました。そんな中、パナ・ケミカルさんとの出会い
が品質を考える転機になったと聞いています。
犬飼さん　リサイクルブームのようなものもありまし
たからね。金儲け目的の素人のような業者も出て来て、
適正に処理されないプラスチックが世の中に溢れてし
まいましたね。
芦名常務　そうなんです。適正に処理しているにもか
かわらず、そういう不適正なものと一緒くたに「廃プ
ラ」と言われてしまう。納得がいきませんでした。

̶いまはパナ・ケミカルさん一本にされたと伺いまし
た。何かきっかけがあったのですか？

芦名常務　パナ・ケミカルさんの安心感ですね。リー
マンショックのときも、かなりナーバスになっていた
んですが、担当さんは「何とかなるよ～大丈夫！」っ
て言ってくれて、本当に何とかしてくれたんです。出
来る最大限のことを卒なくやってくれる。でも品質に
対しては手厳しく、よくご指南いただいています。

「わたしたちは資源をつくっている！」
胸のうちにあった思いが言葉になった瞬間。
芦名商会さんがある矢巾町は、岩手山をはじめ連なる山々に囲まれた静かな町です。
訪れたのはまだ雪も残る２月中旬、小雪舞うなか熱い思いを語って下さった芦名常務の笑顔が印象的でした。

̶芦名商会さんのお仕事は。

　メインは廃棄物の収集・運搬と中間処理です。こ
こ矢巾の中間処理施設では、ペットボトルの破砕、
廃発泡スチロールの溶融、廃プラスチック類の圧縮
などをしています。

̶芦名常務は以前違うお仕事をされていたと。

　以前は東京で働いていました。８年前、盛岡に戻
り家業を手伝うことになりました。でも家業を継ぐ
気持ちは全くなかったんです。
　子供のころ「おまえの家、ゴミ屋でしょ？」って
言われた記憶があって…。盛岡に戻ったとき、この
業界のイメージは「ゴミ屋」のまま。世の中で役立
つ仕事なのに、なぜ…。「このままじゃ継げない、何
か自分なりに変えたい」と模索の日々でした。

「̶資源プラ」を知って、この仕事に対する気持ち
は変わりましたか？

　「変わった」ではないんです。もともと胸のうちに
あった「思いが言葉になった瞬間」でした。
　自分の子どもに機械を見せながら「捨ててしまった
らゴミだけど、こうすることでまた世の中の役に立つ
んだよ」ってよく話していたんです。でも誇りを持っ
てやってる仕事なのに、「廃棄物処理業者＝ゴミ屋」
って何か違うってもやもやした気持ちを抱えていま
した。そんなとき“資源プラ”を知ったんです。

わたしたちは、「廃プラを処理する」のではない、
「資源プラを製造している」のだ。

　この言葉にはっとしました。ああ、これだったの
か！って。

　この十数年間は、原油の高騰、海外市場の発展によ

り、環境負荷を無視したリサイクル処理をされた限り

なく「廃棄される」べきプラスチックまでも流通して

きました。

　今後はプラスチックリサイクルも原油価格の下落と

ともに「品質の時代」へとシフトします。「資源プラ」

とは「資源として流通しているプラスチック」を「廃

プラ」と区別し、市況に左右されない安定した品質へ

導くための新しいコンセプトです。

　業界のトップランナーとワーキンググループを結成

し「どういう呼び名が適切なのか？」「その定義と

は？」検討を重ねてきました。そして、「適正なリサイ

クル処理をされた資源としてのプラスチック」を「廃

プラスチック」と呼ばないことから始め、「資源プラス

チック」と呼ぶことに決めました。「資源プラスチック

の原則」を下記のように定義付けました。

・ 株式会社パナ・ケミカル

・ 中村化成工業株式会社

・ 本城化成株式会社

・ 日本シーム株式会社

・ オーワックジャパン
 株式会社

どうして、有価物で資源になっているプラスチックが廃プラなのか？
そんな疑問から「資源プラ」は生まれました。

・ 株式会社 山本製作所

・ サンモア株式会社

・ 株式会社テクノリンクス

・ エコシス・コンサルティング
 株式会社

・ 本堀技術士事務所

資源プラスチック（ 通称：資源プラ）の定義

適切な前処理、中間処理を施す事で、全量再生プラス
チック原料の基材として利用できる品質を保持する
処理物である事。

品質とは、汚れの付着や異物の混入の程度、中間処
理に伴う物性低下の程度などの事であり、具体的な
品質基準は別途定める。

処理物は輸送時や保管時において、取り扱い易く、
物理的・化学的に安定であり、安全かつ衛生的に取
引ができる荷姿に仕上げられている事。

プラスチック廃棄物の適切な処理を進めるため、
関連法令に定める基準を満たし、法令を遵守する
事。

輸出に供される処理物については、輸出に関する国
内法および国際条約、輸出先の国内法に定める規制
基準に適合する事。

盗品その他財産に対する罪に当たる行為によって領
得された物（盗品等）など、違法・脱法行為に由来
するプラスチック廃棄物の処理物ではない事。

※詳しい情報は「資源プラ」ウェブサイトへ
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「資源プラ」という提案。

「資源プラ・プロジェクト」参加企業・団体。

し 　 げ ん

www.shigenpla.com

PLAMATIC  PICK UP 資源プラってなに？

PARTNER

PARTNER

VOICE

パートナー×対談
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最新のリサイクル現場を体験
倉庫展示会　年２̶３回開催

2010年より毎年行われているパナ・ケミカル倉庫展示会の参加者は、
450 社延べ 700名以上に上ります。情報公開も積極的に行われ、
プラスチックリサイクルの現在を知ることができる貴重な機会です。

お問い合わせ・お申し込みは、パナ・ケミカルへ
http://www. panachemical.co. jp/contact

プラスチックリサイクルビレッジ
NEW環境展に集結
「プラスチックリサイクルビレッジ」は、プラスチックリサイクルの
専門企業９社が連携し知恵を出し合い最適な次の一手をご提案する
という企業コンソーシアムです。 毎年東京で開催されるNEW環境展
では、各社リサイクル機器の実演も行われています。

https://www. plasticrecyclevillage.com

資源プラ研究所  日本橋サロン
資源プラの情報発信基地として、また都心での打ち合わせを目的に
つくられたサロンです。 東京駅から徒歩８分、日本橋駅から１分と
アクセスもよいので、ぜひお立ち寄りください。

所在地：東京都中央区日本橋 2-10 -3 エグゼトゥール日本橋 401

お問い合わせ・お越しの際は、資源プラ検討委員会（パナ・ケミカル内）へ
TEL  03-3302-7531　MAIL  support@panachemical.co. jp

お話を伺った方

̶この業界の未来や芦名商会さんの目指すところ
についてお聞かせください。

　この仕事は、華々しさはないけれど下支え産業と
して世の中になくてはならないもの。誠実に事業を
行ってゆくことで、「この業者さんに任せれば確実
だ」という信頼を得た企業が生き残ってゆく、そん
な業界になってほしいと思います。

　そして一年の終わりに、ひとりも欠けることなく、
「またみんなで新しい年を迎えられてよかったね」と
笑顔であいさつできる会社でありたいですね。

左／芦名英樹常務　右／芦名鉄雄社長
昭和57年、父親である社長がリヤカーでの
廃棄物収集業から始めた芦名商会。２代目と
なる常務は、適正処理にこだわる熱く実直な
人柄。その責任感の強さは社長も認めるとこ
ろ。安心して任せてくれているという。

「̶廃プラ」ではなく「資源プラ」というように
なって、社員の方々の反応はいかがですか？

　社員には、普段から「資源をつくってる」意識を
もってもらえるよう話をしています。パナ・ケミカ
ルさんの倉庫展示会で得た情報も共有しています。
ここで処理しているものがどんな道を経て世の中に
役立っているのか、リアルに感じてもらいたいんで
す。やっぱり自分のやっていることがどんな結果を
生むのか知っていると、自ずと意識が変わってきま
す。廃棄物収集のトラックに描かれているイメージ
キャラクターも社員みんなで考えました。
　「適正処理で お届けします 安心と笑顔」これがう
ちの経営理念です。

PLAMATIC （プラマティック）

わたしたちパナ・ケミカルは、限りある資源を有効活用し、プラスチックリサイクルによって資源が循環される社会をつくること、

地球と人間とが永続的に共存できる社会の形成に全力で取り組んでいます。

情熱をもって仕事に向き合っている人にはドラマがある。 そんな人たちを知ってほしい。

もっと誇りある仕事にするために、そんなリアルな声を集めた PLAMATICを創刊しました。

パナ・ケミカルは プラスチックリサイクルの総合商社です。
発行元
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より大切だと思っています。その言葉は嬉しいですね。

̶この企画「PLAMATIC」が生まれるきっかけにも
なったと伺いました。

犬飼さん　東京で芦名常務から突然、「“資源プラ”い
いですね！」と声をかけられたんです。それから同じ
ような共感の声をいただくことが度々あり、「同じ思
いを抱いていた２代目さんは多いのかも…」と思いま
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製造した資源プラを買い取ってもらっています。
　父が創業したのが昭和57年。その頃はまだ廃棄物処
理の概念がなく不法投棄が横行していました。さまざ
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が品質を考える転機になったと聞いています。
犬飼さん　リサイクルブームのようなものもありまし
たからね。金儲け目的の素人のような業者も出て来て、
適正に処理されないプラスチックが世の中に溢れてし
まいましたね。
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かわらず、そういう不適正なものと一緒くたに「廃プ
ラ」と言われてしまう。納得がいきませんでした。

̶いまはパナ・ケミカルさん一本にされたと伺いまし
た。何かきっかけがあったのですか？

芦名常務　パナ・ケミカルさんの安心感ですね。リー
マンショックのときも、かなりナーバスになっていた
んですが、担当さんは「何とかなるよ～大丈夫！」っ
て言ってくれて、本当に何とかしてくれたんです。出
来る最大限のことを卒なくやってくれる。でも品質に
対しては手厳しく、よくご指南いただいています。

「わたしたちは資源をつくっている！」
胸のうちにあった思いが言葉になった瞬間。
芦名商会さんがある矢巾町は、岩手山をはじめ連なる山々に囲まれた静かな町です。
訪れたのはまだ雪も残る２月中旬、小雪舞うなか熱い思いを語って下さった芦名常務の笑顔が印象的でした。

̶芦名商会さんのお仕事は。

　メインは廃棄物の収集・運搬と中間処理です。こ
こ矢巾の中間処理施設では、ペットボトルの破砕、
廃発泡スチロールの溶融、廃プラスチック類の圧縮
などをしています。

̶芦名常務は以前違うお仕事をされていたと。

　以前は東京で働いていました。８年前、盛岡に戻
り家業を手伝うことになりました。でも家業を継ぐ
気持ちは全くなかったんです。
　子供のころ「おまえの家、ゴミ屋でしょ？」って
言われた記憶があって…。盛岡に戻ったとき、この
業界のイメージは「ゴミ屋」のまま。世の中で役立
つ仕事なのに、なぜ…。「このままじゃ継げない、何
か自分なりに変えたい」と模索の日々でした。

「̶資源プラ」を知って、この仕事に対する気持ち
は変わりましたか？

　「変わった」ではないんです。もともと胸のうちに
あった「思いが言葉になった瞬間」でした。
　自分の子どもに機械を見せながら「捨ててしまった
らゴミだけど、こうすることでまた世の中の役に立つ
んだよ」ってよく話していたんです。でも誇りを持っ
てやってる仕事なのに、「廃棄物処理業者＝ゴミ屋」
って何か違うってもやもやした気持ちを抱えていま
した。そんなとき“資源プラ”を知ったんです。

わたしたちは、「廃プラを処理する」のではない、
「資源プラを製造している」のだ。

　この言葉にはっとしました。ああ、これだったの
か！って。

　この十数年間は、原油の高騰、海外市場の発展によ

り、環境負荷を無視したリサイクル処理をされた限り

なく「廃棄される」べきプラスチックまでも流通して

きました。

　今後はプラスチックリサイクルも原油価格の下落と

ともに「品質の時代」へとシフトします。「資源プラ」

とは「資源として流通しているプラスチック」を「廃

プラ」と区別し、市況に左右されない安定した品質へ

導くための新しいコンセプトです。

　業界のトップランナーとワーキンググループを結成

し「どういう呼び名が適切なのか？」「その定義と

は？」検討を重ねてきました。そして、「適正なリサイ

クル処理をされた資源としてのプラスチック」を「廃

プラスチック」と呼ばないことから始め、「資源プラス

チック」と呼ぶことに決めました。「資源プラスチック

の原則」を下記のように定義付けました。

・ 株式会社パナ・ケミカル

・ 中村化成工業株式会社

・ 本城化成株式会社

・ 日本シーム株式会社

・ オーワックジャパン
 株式会社

どうして、有価物で資源になっているプラスチックが廃プラなのか？
そんな疑問から「資源プラ」は生まれました。

・ 株式会社 山本製作所

・ サンモア株式会社

・ 株式会社テクノリンクス

・ エコシス・コンサルティング
 株式会社

・ 本堀技術士事務所

資源プラスチック（ 通称：資源プラ）の定義

適切な前処理、中間処理を施す事で、全量再生プラス
チック原料の基材として利用できる品質を保持する
処理物である事。

品質とは、汚れの付着や異物の混入の程度、中間処
理に伴う物性低下の程度などの事であり、具体的な
品質基準は別途定める。

処理物は輸送時や保管時において、取り扱い易く、
物理的・化学的に安定であり、安全かつ衛生的に取
引ができる荷姿に仕上げられている事。

プラスチック廃棄物の適切な処理を進めるため、
関連法令に定める基準を満たし、法令を遵守する
事。

輸出に供される処理物については、輸出に関する国
内法および国際条約、輸出先の国内法に定める規制
基準に適合する事。

盗品その他財産に対する罪に当たる行為によって領
得された物（盗品等）など、違法・脱法行為に由来
するプラスチック廃棄物の処理物ではない事。

※詳しい情報は「資源プラ」ウェブサイトへ
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最新のリサイクル現場を体験
倉庫展示会　年２̶３回開催

2010年より毎年行われているパナ・ケミカル倉庫展示会の参加者は、
450 社延べ 700名以上に上ります。情報公開も積極的に行われ、
プラスチックリサイクルの現在を知ることができる貴重な機会です。

お問い合わせ・お申し込みは、パナ・ケミカルへ
http://www. panachemical.co. jp/contact

プラスチックリサイクルビレッジ
NEW環境展に集結
「プラスチックリサイクルビレッジ」は、プラスチックリサイクルの
専門企業９社が連携し知恵を出し合い最適な次の一手をご提案する
という企業コンソーシアムです。 毎年東京で開催されるNEW環境展
では、各社リサイクル機器の実演も行われています。

https://www. plasticrecyclevillage.com

資源プラ研究所  日本橋サロン
資源プラの情報発信基地として、また都心での打ち合わせを目的に
つくられたサロンです。 東京駅から徒歩８分、日本橋駅から１分と
アクセスもよいので、ぜひお立ち寄りください。

所在地：東京都中央区日本橋 2-10 -3 エグゼトゥール日本橋 401

お問い合わせ・お越しの際は、資源プラ検討委員会（パナ・ケミカル内）へ
TEL  03-3302-7531　MAIL  support@panachemical.co. jp

お話を伺った方

̶この業界の未来や芦名商会さんの目指すところ
についてお聞かせください。

　この仕事は、華々しさはないけれど下支え産業と
して世の中になくてはならないもの。誠実に事業を
行ってゆくことで、「この業者さんに任せれば確実
だ」という信頼を得た企業が生き残ってゆく、そん
な業界になってほしいと思います。

　そして一年の終わりに、ひとりも欠けることなく、
「またみんなで新しい年を迎えられてよかったね」と
笑顔であいさつできる会社でありたいですね。

左／芦名英樹常務　右／芦名鉄雄社長
昭和57年、父親である社長がリヤカーでの
廃棄物収集業から始めた芦名商会。２代目と
なる常務は、適正処理にこだわる熱く実直な
人柄。その責任感の強さは社長も認めるとこ
ろ。安心して任せてくれているという。

「̶廃プラ」ではなく「資源プラ」というように
なって、社員の方々の反応はいかがですか？

　社員には、普段から「資源をつくってる」意識を
もってもらえるよう話をしています。パナ・ケミカ
ルさんの倉庫展示会で得た情報も共有しています。
ここで処理しているものがどんな道を経て世の中に
役立っているのか、リアルに感じてもらいたいんで
す。やっぱり自分のやっていることがどんな結果を
生むのか知っていると、自ずと意識が変わってきま
す。廃棄物収集のトラックに描かれているイメージ
キャラクターも社員みんなで考えました。
　「適正処理で お届けします 安心と笑顔」これがう
ちの経営理念です。

PLAMATIC （プラマティック）

わたしたちパナ・ケミカルは、限りある資源を有効活用し、プラスチックリサイクルによって資源が循環される社会をつくること、

地球と人間とが永続的に共存できる社会の形成に全力で取り組んでいます。

情熱をもって仕事に向き合っている人にはドラマがある。 そんな人たちを知ってほしい。

もっと誇りある仕事にするために、そんなリアルな声を集めた PLAMATICを創刊しました。

パナ・ケミカルは プラスチックリサイクルの総合商社です。
発行元

http://www. panachemical. co. jp

PLAMATIC  INFORMATION

プラスチックリサイクルを未 来 へつなぐために rea l is t ic  recyc ler ' s  s tory

01

本社 岩手県盛岡市加賀野 1-4 -22
中間処理施設 岩手県紫波郡矢巾町藤沢第10地割183-2
TEL  019-697-3237    FAX  019-697-3201
http://www. ashina.net

取材協力 有限会社 芦名商会


